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 昨日（木）、本校４年担任の小笠航先生が研究授業を行いました。４年のニカさんと１対１の授

業で、算数の四角形の仲間分け（平行四辺形、台形）をする内容でした。ニカさんは、垂直や平

行等今まで習ってきたことを手掛かりに、自らの考えを表現し先生と仲間分けを完成していきま

した。学級一人の授業ということで、なかなか協働的な学びとはいきませんが、「個への最適な

学び」を考え、教材研究を深めた実践授業となりました。 

 本校の校内研究は主題を「自分の思いや考えを表現できる児童の育成」サブテーマに～「主

体的・対話的で深い学び」を支える指導の工夫を通して～を掲げ、子供達の個の成長を見据え

た先生方の授業力改善に日々チャレンジしています。コロナ禍で、授業研究会もなかなかもてな

い時期が続きましたが、みんなで研究を深められたいい研修となりました。今後も「チーム有銘」

で授業力向上を図っていきます。 

組踊り「執心鐘入」鑑賞教室！ 
 ２４日（水）に、３年生以上で「国立劇場おきなわ」のはじめて 

の組踊り鑑賞教室に参加してきました。第一部「組踊りの楽しみ 

方」、第二部組踊り「執心鐘入」公演で、楽しく組踊りを学ぶこと 

が出来ました。子供達も、沖縄の本格的芸能を間近に鑑賞する 

ことができ、大変喜んでいました。昨年の学習発表会でやった 

「奇縁の巻」を思い出し、学びが繋がっている様子でした。 

校内研修 授業研究会（４年生）！ 
 


